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	舞鶴市近代化遺産 保存センターNEWS
	近代化遺産って なに？
	赤れんがだけじゃないんです！ 水道施設、橋、いろいろあります
	　私たちが生活で使っている水道や電気、鉄道などの都市基盤、生活を支える様々な産業・文化の多くは、幕末から明治、大正、昭和という日本の近代期に、先人たちが海外からも技術を取り入れながらつくりあげてきた施設やシステムが礎となっています。先人たちの近代化への情熱と知見が詰まった、かけがえのない資産が「近代化遺産」です。近代化遺産は今なお私たちの生活を支え、大切に受け継がれています。

	第1号
	なんで舞鶴に近代化遺産が たくさんあるの？
	　最大の理由は、明治34年に海軍の拠点「鎮守府」が置かれたから。 親しみを込めて言うなら「海軍さんがやって来たから」です。
	　江戸時代の終わり頃、日本近海には 外国船が次々と姿を現しました。これを 受け、国を守るための防衛体制の整備が急務 でした。舞鶴はその重要拠点である海軍鎮守府の建設地に選ばれ、横須賀・呉・佐世保に次ぐ、国内4番目の「海軍のまち」として歩み始めます。艦艇を整備する造船所や物資を保管する倉庫群、さらにそれらを繋ぐ鉄道網、都市計画など、何もなかった田舎に近代的なインフラが一大国家プロジェクトとして造られました。舞鶴はまさに、当時の日本が持つ「最新の技術」でつくられた近代都市だったのです。 　「赤れんが倉庫」だけではありません。市内には護岸や橋、トンネル、造船所、鉄道、水道施設など、様々な近代化遺産が残されています。 　赤れんが倉庫のように、価値を再発見され、新たな交流拠点として生まれ変わったものがある一方で、今もまちのあちこちに当時のまま、風景にとけ込み、静かに息づいているものも少なくありません。近代化遺産保存センターでは、私たちのまち舞鶴の礎を築いたこれらの近代化遺産を大切に次世代に継承していきたいと考えています。
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